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令和９年度 愛媛大学工学部第３年次編入学試験（学力選抜） 

出題意図・解答例 

 

試験科目：専門科目（社会基盤工学コース） 

出題意図 

 

構造力学 

問題１：はり部材およびケーブル部材に生じる断面力や変形について、その理解度を

問う設問である。 

問題２：荷重条件が変化するときのトラスに生じる断面力について、その理解度を問

う設問である。 

 

水理学 

問題１：静水圧について、その理解度を問う設問である。 

問題２：管路の定常流について、その理解度を問う設問である。 

問題３：オリフィス流れについて、その理解度を問う設問である。 

 

土質力学 

問題１：土の物理的性質について、その理解度を問う設問である。 

問題２：土のせん断時の体積変化に伴う挙動について、その理解度を問う設問であ

る。 

問題３：土のせん断強さについて、その理解度を問う設問である。 

 

コンクリート工学 

問題１：コンクリートに使用する混和材について、その理解度を問う設問である。 

問題２：コンクリートに使用する骨材の性質について、その理解度を問う設問であ

る。 

問題３：コンクリートの基本的性質について、その理解度を問う設問である。 
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解答例 

※ 解答例はいずれも略解です。

※ 解答例はあくまでも一例であり、解答はここに示した解答例に限るものではありません。

構造力学 

問題１ 

(1) せん断図（左）とモーメント図（右）は以下の通りである。

 (2) C点の鉛直たわみは、
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問題２ 

(1)  Aの鉛直反力（上向き正） A cos sinV P P = − 、水平反力（右向き正）

A sinH P = − 、Bの鉛直反力（上向き正） B sinV P =

 (2) AB sinN P = 、 AC sin cosN P P = − 、 CB 2 sinN P = − 、 CD 0N = 、 BD 0N =

 (3) 
4


 =

(4) AC

CB

1 1
1

tan2

N

N 

 
= − − 

 
となる。これが負になる条件は、

4 2

 
 
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水理学 

 

問題１ 

全水圧𝑃 = 40,180 N 

 

問題２ 

 (1) 摩擦損失水頭ℎ𝑓 = 0.0765𝑣2 

(2) 総損失水頭ℎ𝐿 = 0.102𝑣2 

(3) 流速𝑣 ≈ √32.7 ≈ 5.72 m/s 

 

問題３ 

水槽 Bの水深ℎ2 = 14.4 m 
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土質力学 

 

問題１ 

(1) 工事に必要な土取場からの土の体積は22 m3 

(2) 散水すべき水の体積は0.99 m3 = 990 L 

(3) 盛土完成後の土の飽和度は97.6 % 

 

問題２ 

① ダイレイタンシー 

② 膨張 

③ 正規圧密 

④ 収縮 

⑤ 減少 

⑥ 増加 

 

問題３ 

一軸圧縮強度𝑞𝑢 = 2.81 N/cm2 ≈ 28 kN/m2 

 

30



コンクリート工学 

 

問題１ 

①ポゾラン 

②ボールベアリング 

③潜在水硬性 

 

 

問題２ 

吸水率 = (
1.21 − 1.18

1.18
) × 100 = 約 2.54 % 

実積率 = (
1.65

2.63
) × 100 = 約 62.74 % 

 

問題３ 

(2) ブリーディング → クリープ 

(3) 35℃ → 25℃ 

(6) エーライト → エトリンガイト 

(8) ニュートン → ビンガム 

(10) スランプ → コールドジョイント 
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令和９年度 愛媛大学工学部第３年次編入学試験（学力選抜） 

出題意図・解答例 

 

試験科目：専門科目（社会デザインコース） 

出題意図 

 

土木計画学 

問題１：制約条件下での最適化問題について、その理解度を問う設問である。 

問題２：費用便益分析について、その理解度を問う設問である。 

 

構造力学 

問題１：はり部材およびケーブル部材に生じる断面力や変形について、その理解度を

問う設問である。 

問題２：荷重条件が変化するときのトラスに生じる断面力について、その理解度を問

う設問である。 

 

水理学 

問題１：静水圧について、その理解度を問う設問である。 

問題２：管路の定常流について、その理解度を問う設問である。 

問題３：オリフィス流れについて、その理解度を問う設問である。 

 

土質力学 

問題１：土の物理的性質について、その理解度を問う設問である。 

問題２：土のせん断時の体積変化に伴う挙動について、その理解度を問う設問であ

る。 

問題３：土のせん断強さについて、その理解度を問う設問である。 

 

コンクリート工学 

問題１：コンクリートに使用する混和材について、その理解度を問う設問である。 

問題２：コンクリートに使用する骨材の性質について、その理解度を問う設問であ

る。 

問題３：コンクリートの基本的性質について、その理解度を問う設問である。 
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解答例 

 

※ 解答例はいずれも略解です。 

※ 解答例はあくまでも一例であり、解答はここに示した解答例に限るものではありません。 

 

土木計画学 

 

問題１ 

(1) 利益を𝑧（万円）、製品 A、Bの製造量をそれぞれ𝑥𝐴、𝑥𝐵（単位）とすると、 

目的関数 

𝑀𝑎𝑥𝑖𝑚𝑖𝑧𝑒  𝑧 = 40𝑥𝐴 + 60𝑥𝐵 

制約条件 

2𝑥𝐴 + 4𝑥𝐵 ≤ 80 

3𝑥𝐴 + 4𝑥𝐵 ≤ 90 

3𝑥𝐴 + 𝑥𝐵 ≤ 75 

𝑥𝐴 ≥ 0、 𝑥𝐵 ≥ 0 

 

(2) 製品 Aを 10単位、製品 Bを 15単位製造するときに、最大利益 1,300万円を得る。 

 

問題２ 

(1) 現在価値への換算結果として適切なものは、表-2。 

(2) 純現在価値 -8.6 億円 

費用便益比 0.96 

採択されない 

(3) 例として次の問題点が挙げられる。 

・将来における費用、便益の予測値に不確実性が含まれること。 

・プロジェクトによって発現する様々な効果のうち、定量化や貨幣換算が可能な項目

しか考慮できないこと（貨幣換算が困難な効果は考慮が困難であること）。 

・対象地域における費用と便益の総量を評価するものであり、特定の主体に便益が集

中する場合など、公平性の観点からの評価が不足していること。 
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構造力学 

 

問題１  

(1) せん断図（左）とモーメント図（右）は以下の通りである。 

 (2) C点の鉛直たわみは、
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
 

(3) ケーブルの張力を Ttipとすると、 tip

10

32 144
T P




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+
となる。ここで、
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 (4) 𝜆 ≫ 1であるときの mid

tip

T

T
の極限は、 mid

tip

16

5

T

T
=  

 

問題２ 

(1)  Aの鉛直反力（上向き正） A cos sinV P P = − 、水平反力（右向き正）

A sinH P = − 、Bの鉛直反力（上向き正） B sinV P =  

 (2) AB sinN P = 、 AC sin cosN P P = − 、
CB 2 sinN P = − 、 CD 0N = 、 BD 0N =  

 (3) 
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(4) AC
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 
= − − 

 
となる。これが負になる条件は、
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 
   
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水理学 

 

問題１ 

全水圧𝑃 = 40,180 N 

 

問題２ 

 (1) 摩擦損失水頭ℎ𝑓 = 0.0765𝑣2 

(2) 総損失水頭ℎ𝐿 = 0.102𝑣2 

(3) 流速𝑣 ≈ √32.7 ≈ 5.72 m/s 

 

問題３ 

水槽 Bの水深ℎ2 = 14.4 m 
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土質力学 

 

問題１ 

(1) 工事に必要な土取場からの土の体積は22 m3 

(2) 散水すべき水の体積は0.99 m3 = 990 L 

(3) 盛土完成後の土の飽和度は97.6 % 

 

問題２ 

① ダイレイタンシー 

② 膨張 

③ 正規圧密 

④ 収縮 

⑤ 減少 

⑥ 増加 

 

問題３ 

一軸圧縮強度𝑞𝑢 = 2.81 N/cm2 ≈ 28 kN/m2 
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コンクリート工学

問題１ 

①ポゾラン

②ボールベアリング

③潜在水硬性

問題２ 

吸水率 = (
1.21 − 1.18

1.18
) × 100 = 約 2.54 % 

実積率 = (
1.65

2.63
) × 100 = 約 62.74 % 

問題３ 

(2) ブリーディング → クリープ

(3) 35℃ → 25℃

(6) エーライト → エトリンガイト

(8) ニュートン → ビンガム

(10) スランプ → コールドジョイント
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